
  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

４月 28 日、2 月に行われた橿原市議会議員選

挙で当選した、連合奈良推薦の 5名の市議会議員

が連名で、コロナ対応に関わり、亀田橿原市長に

対し『「奈良県緊急対処措置」を受けて橿原市に対

する要望書』の提出を行いました。 

 この取り組みは、松尾高英市議の呼びかけに、

大保由香子市議、臼井卓也市議、上田邦芳市議、

今井りか市議が賛同し申し入れを行ったもので

す。コロナウイルス感染が拡大し、第４波が到来

している中、橿原市の対応も遅々として進まない

中、連合奈良推薦議員が先頭になって行動を起こ

したものです。 

その結

果、開店

休業状態

にあった

コロナ対

策本部が

始動しだ

し、要望

事項の協

力金の支払い、ワクチン接種申し込みの体制強化

などについて改善の成果が得られています。 

５人の連合奈良推薦議員が一体となり、働く人

や弱者の側に立ち、その人たちの代弁者として今

後も取り組みを進めて行くことが望まれます。 

 

※《「奈良県緊急対処措置」を受けて橿原市に対

する要望書》を裏面に添付しています。ぜひご一

読ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前安倍政権では、首相の連れ合いや「腹心の友」

の、現菅政権では首相の子息の、関係する学校や

会社が、行政から破格の優遇を受けていました。 

 また、菅首相に厳しい質問をしたニュースキャ

スターが番組から降ろされたりしています。中止

の判断ができないオリンピック、国民に犠牲を強

いても、遅々として進まないコロナウイルス感染

拡大対策など様々な矛盾を露呈しています。 

自・公政権は「たががはずれた」状態で混迷し

ており、国民収奪を強化し、貧困と格差を増大さ

せています。この国の栄華神話は過去のものとな

り、主体性のないアメリカ一辺倒の政治は限界を

呈しており、中国をはじめとする各国の影響も無

視できず劣化し、衰退の一途を辿っています。 

この現状に対して、有権者ひとり一人の責任が

問われいますが、残念ながらそうした意識は国民

の中では強くありません。目前に迫った政権選択

選挙である、衆議院総選挙で政権交代を実現し、

持続可能な社会を作ることが私たちに求められ

ています。 
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連合奈良推薦５議員がコロナ対策

で橿原市に申し入れを行う！！ 

！！ 

 

 

衆議院総選挙で政権交代を 

 自・公政権は退場を！！ 

 

 



 

「奈良県緊急対処措置」を受けて橿原市に対する要望書 


